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はじめに

陸奥湾内に着底したウスメバル稚魚の生態を把握することにより、青森県ウスメバル漁獲対象資

源にはたす陸奥湾の役割について解明し、今後のウスメバル資源の保護及び増大についての知見を

得ることを目的とする。

材料と方法

1.標識放流試験(中間育成魚:青森県水産増殖セン

ター)

2000年 6月に平内町にある青森県水産増殖セン

タ一周辺に蝿集していたウスメバル稚魚を採集し、

同センター内で中間育成して標識放流用の材料とし

た。標識放流は 2001年 6月 14日に実施し、青森プ

イ周辺において4，000尾のウスメバル幼魚を船上放

流した(表1)。

2.標識放流試験(中間育成魚:水産指導センター)

2000年 6月に青森市奥内沿岸の養殖施設周辺に

蝿集していたウスメバル稚魚を採集し、青森市水産

指導センター内で中間育成して標識放流用の材料と

した。標識放流は 2001年 6月6日に実施し、青森

市水産指導センター前沖において3，273尾のウスメ

バル幼魚を船上放流した(表1)。

3.標識放流試験(現場放流)

2001年 8--10月に、陸奥湾口部の脇野沢及び平

舘前沖において、釣により漁獲されたウスメバル未

成魚 (1--3歳魚)に標識を装着し水圧付加手法 1)

により標識放流を行った(表 2)。

表 2 標識放流結果(現場放流)

京語胃日
放流場所
現場水深

鵠議
平均Tし
標識種類

色
劃盟

2001.10.30 
脇野沢前沖

60m 

2001.10.31 
脇野沢前沖

60m 

2001.10.15 
平舘前沖

85m 
水臣付加手法(放涜カゴ)

8尾 18尾 16尾
※ ※ ※  

スハ.ゲ子ィ;~'18mm
オレンγ色

7話 1)314-350

スハ.ゲ子ィ;r18mm
青色

7主型1-30

※水圧付加手法のため船上での魚体測定は不可能
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図l 調査位置図

表 l 標識放流結果(中間育成魚)

飼育場所 増殖センター 水産指導センター

放流月日 2001.6.14 2001.6.6 
放流場所 青森ブイ周辺 指導センター沖
現場水深 44-45nn 36nn 
放流方法 船上放流 船上放流
放流尾数 4，000尾 3，273尾
平均TL 96mm 103mm 
標酷種類 スハ.ゲティ灼'18mm スハ.ゲ判的'18mm

色 赤色 黄色
刻印 7オスイ2001 1オスイ2001



結果

過去 2ヵ年の標識放流魚の再捕結果を表 3に示した。現在までに再捕されたのは、 2000年放流で

は、青森ブイ放流群 4尾、奥内放流群 7尾、脇野沢放流群 2尾の合計 13尾であり、 2001年放流で

は、青森ブイ放流群 2尾、指導センター放流群 7尾の合計 9尾であった。放流後の経過日数が最大

であったのは、 2001年3月22日に脇野沢前沖において2000年奥内放流群が再捕された302日であっ

た。

表 3 標識魚の再捕結果

再捕年月白梅IINO 再捕場所 ( )は障庫題瞳 再繍時FL 再捕時BW 放流日 紘流場所 経過回数備考

2000/6/3 赤色川tf71・7ねイ356 育a市奥内沖 9. 3 (7. L) 2000/5/24 膏森市.内沖 10 初予 '̂-Hヲト混入
2000/6/3 赤色川，'f71・7ねイ。 育aJtf典内沖 印刷/5/24 育霧市奥内沖 10 紗7̂'-~*ヲト混入

2000/6/3 赤色川''''71・ltM? 青海市奥内沖 2000/5/24 膏義市奥内沖 10 紗7^'-~.わト混入

2000/6/4 赤色川'f71・ltAイ? 膏Z瞳市典内沖 2000/5/24 膏森市奥内沖 11 紗f丸幻.混入
2000/7/4 赤色川:f71・7tM2000 育Z車市沖宵稼プイ周辺 消化が進んでいた 2000/6/16 平内町沖膏隷プイ周辺 18 1イナメの胃から
2000/7/4 賞色AA'f71・7tM2000 育a市沖膏猿tイ周辺 消化が進んでいた 2000/6/16 平内町沖宵aJ'~周辺 18 14t~の胃から

2000/7/4 貧色AA'f TI ' 7tÀ~2000 膏Z草市沖青森プイ局辺 消化が進んでいた 2000/6/16 平内町沖青森プイ周辺 18 7イナメの胃から
2000/7/10 赤色川'fTI ・ 7tÀ~415 膏a市典内沖 10. 3(T. L) 2000/5/24 膏謙市典内沖 47紗T丸加・混入
2000/8/3 赤色川<'7'TI ' 7tM2000 膏a市奥内沖 12.7 (7. L) 2000/6/16 平内町沖膏at~周辺 48 紗テ丸幻・農入
20日目/11/17 緑色川'7'71 '7椛リ0785 .回沖0=54の人工磁 10.4 12.8 2000/5/24 膏a市奥内沖 1777ジ釣り(遊魚)

2001/1/20 秒 げ 色AA'7'TI・ltM0217 平館村元字国沖0=50. 18.0 (7. L) 2000/10/11 箇野沢沖 101 底建網
2001/2/1 9 t~W 色AA'f 71・7tM 脇野沢村大崎沖 16. 9 77 2000/10/11 11野沢沖 131 小型定置網
2001/3/22 赤色AA'7' 71 ' 7tÀ~0050 脇野沢前沖0-60の人工磁周辺 12.9 27 2000/5/24 膏窓市奥内沖 302 1イナメ幻・による漁獲
2001/6/22 貧色AA'fTI ・ 7オÀ~2001 奥内地区・前田沖 (4000.) 12目 40 2001/6/6 育轟市水産指事センテー沖 16 紗テ丸加.混入
2001/6/26 賞色川'7'71・ltM2001 奥内地区・前田沖 (3800・) 10.1 20 2001/6/6 膏義市水産指導センター沖 20 紗テ丸幻.混入
2001/7/25 賞色川'fTI ，7tM2001 小編沖 (3800・} 10.5 2001/6/6 青森市水産指導センター沖 49小型定置網
2001/8/29 赤色川'fTI ' ltÀ~2001 青森市沖膏轟プイ周辺 11. 0(7. L) 15 2001/6/14 平内町沖宵轟Tイ周辺 76 14t~bJ' による漁獲

2001/8/29 赤色AA'7'TI・yt}，イ2001 フェリー航路近<(下り) 10.2(7. L) 12 2001/6/14 平内町沖膏轟t~周辺 76 7イナメ幻・による漁礎
2001/9/18 賞色川'7'TI ' ltM2001 典内地区・清水沖 11. 8(7. L) 2001/6/6 膏義市水産指導センデー沖 104初予丸幻.混入
2001/9/20 賞色川t7' TI ' 7tM2001 奥内地区・前田沖 (3200.) 13. 1 (7. L) 2001/6/6 育Z草市水産指事センター沖 106 7イ付加・による漁獲
2002/1/10 貧色川t7'TI・ltM2001 後渇漁路沖0=30・(3000・) 8c.位(現物なし) 2001/6/6 膏Z阜市水産指噂センター沖 218 7イ付加・による漁獲
2002/1/10 賞色AA'7'TI・対'M2001 音量潟漁路沖日=30・(3000・) 8c.位(現物なし) 20日1/6/6 育轟市水産指導センヲー沖 218 7イ付加.による漁獲

考察

図2に2000年放流群の放流と再捕の位置関係を示した。

放流魚の再捕結果をみると、秋季から冬季にかけてウスメバル幼魚が湾口方向へ移動していること

が読み取れる。

青森市奥内地区には 9.......10月の間ウスメバル当歳魚が出現することが確認されているが、この時期

は陸奥湾内の底層水温が最も高くなる時期に当たっている(図 3)。ウスメバル稚魚の高温致死水温帯

は25，6....... 28， 8'Cであり、またその耐温性は温水性魚類の中ではきわめて低レベルであると報告してい

る2)ことから、 9....... 11月に見られる 20'C台の底層水温は、ウスメバルにとって適水温の範囲から外れ

ている可能性がある。また、日本海側の小泊沿岸域におけるウスメバル未成魚の分布調査結果から、移

動と秋季の水温との関係が指摘されており、秋季に高水温からの逃避行動として深場へ移動すること

が示唆されている九よって、標識魚の再捕結果もまた、陸奥湾内における秋季の高水温からの逃避行

動として湾口部へ移動することを示唆するものと考えられる。
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*:放流地点

図2 2000年放流群の放流と再捕との関係

(放流地点周辺での再捕を除く)

※図中の年月日は再捕年月日
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図3 1999年の陸奥湾内底層水温の推移

(ブイロボット観測:半旬平均水温値)

本報告にあたり、標識放流のための中間育成魚の飼育を実施していただいた青森市水産指導セン

ターの職員の皆様、ならびに水産増殖センター魚類部の職員の皆様に心から感謝いたします。
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